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治⽔協定対象ダム

⾼梁川⽔系

旭川⽔系

吉井川⽔系

令和２年の事前放流に対する取り組み

●発電を⽬的とする利⽔ダム(中国電⼒)で事前放流が実施されました。
1回⽬は6⽉14⽇、2回⽬は7⽉7〜8⽇にそれぞれ新成⽻川ダム、⽥原ダム、
⿊⿃ダムで実施され、容量の確保を⾏いました。
●河本ダム、⾼瀬川ダム、千屋ダム、三室川ダム(岡⼭県⼟⽊部)で7⽉14⽇
に予測降⾬量が事前放流開始基準に達しましたが、その時には既に洪⽔量に
到達しており、洪⽔調節を開始していました。⾬が降り始める前に事前の放流
を⾏い、洪⽔を調節するための容量の確保を⾏いました。
●農業⽤⽔を⽬的とする利⽔ダム13ダム（中国四国農政局、岡⼭県耕地
課)で予め貯⽔位を低下して洪⽔を貯留する運⽤が実施され、容量を確保し
ました。 ＜※詳細は参考資料のとおり＞

令和2年7⽉期の事前放流状況

●令和2年9⽉の台⾵第10号に先⽴ち、農業⽤⽔を⽬的とする利⽔ダム17ダムで
予め貯⽔位を低下して洪⽔を貯留する運⽤が実施され、容量を確保しました。

その他

●令和３年度も引き続き事前放流に取り組む。
●岡⼭県⼟⽊部の管理ダム及び新成⽻川ダム、⿊⿃ダムのダム諸量データ（貯⽔位、流⼊量、放流量）を川の防災情報
（https://www.river.go.jp）において公開しており、引き続き以下のダムについても公開を予定。

⽥原ダム、帝釈川ダム、⼩阪部川ダム
●また、令和２年6⽉末に｢既存ダムの洪⽔調節機能の強化に向けた基本⽅針に基づく⼯程表｣を作成しており、この⼯程表に
基づき必要な措置を講じる（参考資料参照）

今後の取り組み(案)

●令和2年度において、事前放流の開始基準を上回る降⾬予測を３回確認しました。
●このうち治⽔協定に基づく事前放流は、6⽉14⽇の出⽔で３ダム（中国電⼒)、7⽉7〜8⽇の出⽔で3ダム(中国電⼒)です。
●その他、貯⽔位を低下して空き容量を確保していたダムで洪⽔貯留が⾏われました。

令和2年の事前放流に対する取り組み
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令和２年７⽉期の出⽔状況(参考)

●⽇本海⻄部の低気圧からのびる前線が、7⽉13⽇から14⽇にかけて中国地⽅を通過し、暖かく
湿った空気が流れ込んだため、中国地⽅の広い範囲で150〜200mmの⼤⾬となった。
●岡⼭三川では⾼梁川⽔系に⼤きな降⾬量が⽣起し、本川上流の新⾒観測所で時間最⼤
30mm、累加133mm/2⽇、⽀川⼩⽥川上流の時安観測所で時間最⼤18mm、累加
125mm/2⽇の降⾬により、⼩⽥川において、氾濫危険⽔位を超える洪⽔となった。
●多⽬的ダムでは、⾼梁川⽔系で５ダム、旭川⽔系で３ダム、吉井川⽔系で２ダムが洪⽔調節を
実施して下流河川⽔位を低減した。

岡⼭三川流域の総⾬量分布図
国交省 ⽇⽻⽔位観測所

国交省 酒津⽔位観測所

国交省 ⽮掛⽔位観測所

洪⽔調節実施ダム
洪⽔調節を実施したダム

令和2年7⽉期の出⽔状況、ダムによる洪⽔調節状況

⾼梁川⽔系

旭川⽔系

吉井川⽔系

2



参考資料
１．岡⼭県⼟⽊部における令和２年度の取り組み状況 ・・・ P4

（岡⼭県⼟⽊部河川課）
２．農業⽤ダム洪⽔調節機能強化に係る取り組み状況について ・・・ P6

（岡⼭県農林⽔産部耕地課）
３．⼩阪部川ダムの運⽤と実績 ・・・ P7

（農林⽔産省中国四国農政局）
４．令和⼆年度新成⽻川ダムの事前放流について ・・・ P8

（中国電⼒株式会社）
５．既存ダムの洪⽔調節機能の強化に向けた基本⽅針に基づく⼯程表 ・・・ P10
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流量
(m3/s)

貯水位
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雨量
(mm)

225 1000 0

222 20800

600

400

219 40

213 200

0210 100

令和２年度の取組 ７月出水時河本ダムの事例

概 況 ６月下旬から断続的に雨が降り続き、７月１３日から１４日にかけて、梅雨前線が県北西
部を通過し、河本ダム上流域では、１３日３時の降り始めから、１４日７時までに157mm
の降雨を観測しました。

ダムの状況 今回の出水では、予測降雨量が基準降雨量を超えた時点で、すでに洪水調節を開始してい
ました。雨が降り始めた７月１３日３時時点では、ダムの水位上昇を抑えるため、事前の
放流を行っており、１３日８時時点で、貯水位は217.24mと制限水位より76cm低く、洪水

を調節するための容量を利水容量から約43万m3確保していました。

予測雨量
※39時間先までの

予測雨量＋累計雨量

実績
雨量

最大流入量
m3/s

最大放流量
m3/s

1回目 7/14 0:00
152mm

157mm
7/14 6:20

約510
7/14  6:50

約370
2回目 7/14 3:00

182mm
実績雨量 157mm

最大放流量
約370m3/s (14日6:50)

最大流入量
約510m3/s (14日6:20)

基準降雨量を超えることを確認(2回目)
貯水位

流入量

放流量

凡例

基準降雨量を超えることを確認(1回目)

7月13日 7月14日

最大流入時放流量
約330m3/s

制限水位EL 218.0m ▽

制限水位から76cm低下
約43万m3の空き容量を確保

EL 217.24m

下流への流量を低減
約180m3/s
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令和２年度の取組 ７月出水時新見４ダムの効果
７月１３～１４日におけるダムの効果

２ ダム下流域での河川水位の低減効果

１ ダム下流への流量の低減

※ダムが無かった場合との比較（推定値）

長屋（新見）

三室川ダム

高瀬川ダム

千屋ダム

河本ダム

ダム名
最大流入量

(m3/s)

最大流入時
放 流 量

(m3/s)

差
(m3/s)

河 本 約 510 約 330 約 180

千 屋 約 170 約 70 約 100

地点名
水位低減量※

(cm)
対象ダム

新見市長屋 約 37 新見4ダム

新見市長屋地点

位 置 図
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２ 県所管農業用ダムの取組状況
・ ６月の運用開始以降、態勢連絡に基づき取組を実施
・ ９月の台風第10号に際しては、各ダムの協力により、容量確保17ダム、その他※1４ダムで
取組が行われた結果、県所管農業用ダム全体で目標容量※2に対し114.6％、治水協定の確保容
量に対し109.7％の洪水調節容量を確保

確保容量(千㎥) 目標容量(千㎥) 確保率(%) 治水協定(千㎥) 確保率(%)

吉井川（ 8ダム） 10,787 9,769 110.4 10,014 107.7 

旭 川（ 4ダム） 499 470 106.2 586 85.2 

高梁川（10ダム） 5,356 4,383 122.2 4,710 113.7 

１級計（22ダム） 16,642 14,622 113.8 15,310 108.7 

総 計（23ダム） 17,479 15,249 114.6 15,937 109.7 

１ 治水協定
・ 県所管農業用ダム23箇所（２級水系含む）全てについて協定締結済み
・ 防災専用ダムを除く20ダムについて事前放流等実施要領策定済み

※1 そ の 他：事前に水位低下等の取組を行ったが目標容量まで届かなかったもの
※2 目標容量：事前放流等実施要領に記載の目標水位により確保できる洪水調節容量

【台風第10号における洪水調節容量確保状況】

令和２年度の取組 県所管農業用ダムの取組状況
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■令和元年度に引き続き、貯水位を低下させダムの空き容量を増加させる運用（低水管理）を実施した。
また、8月25日～10月21日の台風期に基準降雨量（140mm/6h）を超える降雨が予測された場合、
事前放流を行う計画としていたものの、該当する基準には到達せず事前放流は実施しなかった。

■令和２年の洪水（ダム流入量 90m3/s以上）は３回で、６／１３～７／１４の間に発生しており、 最も
流入量の大きかった７月14日の洪水では、ダムの空き容量を活用することで、最大流入量 333.0m3/s
に対して最大放流量が 249.9 m3/sになる等、いずれも下流放流量を抑制する効果があった。

ダム
貯⽔

放流設備

洪⽔吐
ゲート

令和２年度 小阪部川ダムの運用と実績 【中国四国農政局】

標⾼
m

6/13
248.00m

6/22〜7/31
246.82m

8/8〜9/30
243.29m

8/25〜10/20
（事前放流の期間）

239.48m

10/21〜（国営事業 放流設備整備⼯事） 244.00m
⼯事期間中は洪⽔吐ゲートを全開にして⾃然越流によ
り放流

かんがい期間：6/15〜9/23

：低⽔管理⽔位
：事前放流限度⽔位
：R2実績⽔位

▽常時満⽔位 250.00m

▽洪⽔吐下端標⾼ 244.00m
空き容量

⾬量
(mm)

120mm

80mm

40mm

⽇⾬量(mm)

●洪⽔発⽣⽇ 前⽇⽔位 最⼤流⼊量 最⼤放流量
6/13 247.84 m 101.3 m3/s 89.9 m3/s
7/11 246.74 m 130.0 m3/s 89.9 m3/s
7/14 246.67 m 333.0 m3/s 249.9 m3/s

6/13 7/11 7/14
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令和2年6月30日

7～9月 10～12月 1～3月

恩原ダム 中国電力 情報網

西原ダム 勝英土地改良区 情報網

既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針に基づく工程表（吉井川水系）（案）

ダム（主要事項） 管理者名 項目

工程

備考
～R2 6月

R2
R3 R4 R5 R6以降

※既存ダムの施設改良に関し、洪水調節機能強化に一定の効果が見込まれるダムについては、今後、利水者の意向も踏まえつつ、河川管理者と当該ダム管理者及び
関係利水者が協働し、検討・協議を行い、必要な対応を進める。また、必要に応じて、新規ダムによる洪水調節機能強化についても検討を進める。
※水系内のダムの効率的・効果的な事前放流体制の構築に向け、事前放流の実施状況とその効果等について今後検証を進めるとともに、必要な施設等整備
を進める。また、合わせて、必要なダム下流の河川改修も進める。

※黒木ダム、久賀ダム、香々美ダム、日笠ダム、滝山ダム、長原ダム、柿ケ原ダム、瀧の宮ダムの情報網の整備(リアルタイム観測通信システムの整備）について調整
中。

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）
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令和2年6月30日

7～9月 10～12月 1～3月

湯原ダム 岡山県

旭川ダム 岡山県

土用ダム 中国電力 情報網

社口ダム 中国電力 情報網

※北房ダム、日山ダム、山手ダム、恩木ダムの情報網の整備(リアルタイム観測通信システムの整備）について調整中。

R5 R6以降

施設改良
（ダム再生事
業）

容量振替、施設改良

※既存ダムの施設改良に関し、洪水調節機能強化に一定の効果が見込まれるダムについては、今後、利水者の意向も踏まえつつ、河川管理者と当該ダム管理者及び
関係利水者が協働し、検討・協議を行い、必要な対応を進める。また、必要に応じて、新規ダムによる洪水調節機能強化についても検討を進める。
※水系内のダムの効率的・効果的な事前放流体制の構築に向け、事前放流の実施状況とその効果等について今後検証を進めるとともに、必要な施設等整備
を進める。また、合わせて、必要なダム下流の河川改修も進める。

既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針に基づく工程表（旭川水系）（案）

ダム（主要事項） 管理者名 項目

工程

備考
～R2 6月

R2
R3 R4

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

実施計画調査
建設事業予定
（新たな洪⽔調節容
量の確保）
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令和2年6月30日

7～9月 10～12月 1～3月

高梁川上流ダム 岡山県 施設改良
対象となるダムは、調査・
調整等を踏まえ決定。

検討

情報網

黒鳥ダム 中国電力 情報網

田原ダム 中国電力 情報網

施設改良

情報網

検討

情報網

既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針に基づく工程表（高梁川水系）（案）

ダム（主要事項） 管理者名 項目

工程

備考
～R2 6月

R2
R3 R4 R5 R6以降

新成羽川ダム☆ 中国電力

小阪部川ダム☆
高梁川用水
土地改良区

#洪水調節機能強化については、ダム毎の実情に応じて、必要と考えられる方策を関係者間で検討・協議していく。

☆有効貯水容量700万m3以上かつ流域面積20km2以上の利水ダム

帝釈川ダム☆ 中国電力

※既存ダムの施設改良に関し、洪水調節機能強化に一定の効果が見込まれるダムについては、今後、利水者の意向も踏まえつつ、河川管理者と当該ダム管理者及
び関係利水者が協働し、検討・協議を行い、必要な対応を進める。また、必要に応じて、新規ダムによる洪水調節機能強化についても検討を進める。
※水系内のダムの効率的・効果的な事前放流体制の構築に向け、事前放流の実施状況とその効果等について今後検証を進めるとともに、必要な施設等整備
を進める。また、合わせて、必要なダム下流の河川改修も進める。
※高梁川上流ダムの施設改良については、施設改良が必要な場合に検討。
※尾坂ダム、星田池、大佐ダム、鬼ケ岳ダム、槙谷ダム、湯野ダム、第２星田ダム、大竹ダム、落合ダム、明治ダムの情報網の整備(リアルタイム観測通信システムの
整備）について調整中。

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

施設改良について検討・協議を⾏っていく

洪⽔調節機能強化#に向けて検討・協議を⾏っていく

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

調整・協議 施設改良検討

施設改良の可能性について検討・協議を⾏っていく

情報網の整備（リアルタイム観測通信システムの整備）

洪⽔調節機能強化#に向けて検討・協議を⾏っていく
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